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第１章 経営戦略改定の背景と概要  

 

１－１ 経営戦略改定の背景 

我が国における下水道事業は、その規模の大小を問わず、給水人口や使用料収入の減少、下水

道施設の老朽化による更新需要の増大、東日本大震災を踏まえた「強靭」さの抜本的な見直し等、

厳しい事業環境の変化に対応する必要があります。 

本村の下水道事業においても、人口減少社会の進行や節水機器の普及に伴う使用料収入の減少、

施設の老朽化に伴う更新費用の増大などにより、厳しさを増している状況です。 

このような中、国土交通省では、２００５年９月に報告書「下水道ビジョン２１００」をとり

まとめました。報告書では、持続可能な循環型社会を構築するため、これまでの「普及拡大」中

心の２０世紀型の下水道から、「健全な水循環と資源循環」を創出する２１世紀型下水道への転換

を目指すべきとしています。さらに、２０１４年 7 月「新下水道ビジョン」が策定され、国内外

の社会経済情勢の変化等を踏まえ、下水道の使命、長期ビジョン、および長期ビジョンを実現す

るための中期計画を提示しました。下水道ビジョン２１００で示された基本コンセプト「循環の

みち」の成熟化に向け、持続と進化を柱に位置付けました。 

また、総務省より「下水道事業における経営戦略の改定の推進等について」（２０２２年２月１

６日）が発信され、経営戦略の策定・改定により、経営の基盤強化と財政マネジメントの向上を

図ることが求められています。 

 本村の特定環境保全公共下水道事業および農業集落排水事業においては、中長期的な視点から

持続可能な事業運営を図ることを目的に、２０１９年３月に経営戦略を策定し、これに沿った取

り組みを進めてきました。策定から５年が経過し、ＰＤＣＡサイクル等を通じて、策定内容の見

直しを図るべく改定を行いました。 

 

 

１－２ 計画期間 

 本戦略の計画期間は、２０２５年度から２０３４年度までの１０年間とし、策定内容について

は、社会情勢や経営状況等の変化を踏まえて、概ね５年毎に見直しを行うものとします。 
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第２章 特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業の概要  

 

２－１ 特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業の概要 

下水道は、「浸水防除」、「公衆衛生の向上」、「公共水域の水質保全」という大きな３つの役割

があり、美しい自然と人びとが健康で快適な生活環境をつくるためには欠かせない都市基盤施設

です。本村では、特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業の２事業を運営しており、

村民の日常生活や産業活動に欠かすことができない重要なライフラインとして機能しています。 

 

 

２－２ 特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業の沿革 

本村の特定環境保全公共下水道事業は、生活環境の向上に伴うトイレの水洗化需要に応じるた

め、１９７２年より、戸倉地区での排水路整備工事及び鎌田地区での下水道工事が行われたこと

が始まりです。 

その後、１９８９年に菅沼地区が農業集落排水事業実施地区に採択され、１９９０年より供用

が開始されました。２００１年には特定環境保全公共下水道北部処理区の一部が供用開始し、続

いて２００３年に花咲地区の農業集落排水施設（花咲クリーンセンター）が供用開始しました。

また、１９９８年度から合併処理浄化槽設置の補助事業が開始され、下水道処理区域以外で合併

処理浄化槽を設置する村民に対して補助を行うことで合併浄化槽の設置推進を行ってきました。 

 

 

２－３ 特定環境保全公共下水道事業の現況 

（２０２４年３月末現在） 

・処 理 区 域 面 積：８１ｈａ 

・処 理 区 域 内 人 口：１，１５１人 

・水洗便所設置済人口：１，００６人 

・下 水 管 布 設 延 長：２６ｋｍ 

・年 間 有 収 水 量：１１０，０８３㎥／年 

 

①施設の状況 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

２００１年度 

（２４年） 

法適（全部適用・一

部適用）非適の区分 
法適（一部適用） 

処理区域内人口密度 １４．２人／ｈａ 
流域下水道等への 

接続の有無 
有 

処理区数 １区 

処理場数 １箇所 

広域化･共同化･最適化

実施状況 

汚水処理施設共同整備事業（ＭＩＣＳ）を実施 

（し尿及び浄化槽） 

2
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②使用料 

一般家庭用 

使用料体系の 

概要・考え方 

基本使用料（１０㎥まで） ９００円 

従量料金（１㎥につき） １０㎥超～５０㎥まで ９０円 

５０㎥超～     １００円 

※１ 別途消費税相当額（１００円未満の端数は切り捨て）が加算されます。 

※２ 資産維持費は算定していません。 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 
同上 

その他の 

使用料体系の 

概要・考え方 

基本使用料（１０㎥まで）２，４００円 

従量料金（１㎥につき）   ２４０円 

※１ 別途消費税相当額（１００円未満の端数は切り捨て）が加算されます。 

※２ 土木建築等に関する工事用の汚水その他これに類するもので下水道を使用するときの

使用料体系です。 

※３ 資産維持費は算定していません。 

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

２０２１年度１，９００円 
実質的な使用料 

（２０㎥あたり） 

２０２１年度２，０３７円 

２０２２年度１，９００円 ２０２２年度２，０４８円 

２０２３年度１，９００円 ２０２３年度１，６５５円 

 

③組織 

職員数 
損益勘定所属職員 １名 

資本勘定所属職員 ０名       計 1名 

事業運営組織 

本村では農林建設課の中に上水道係、下水道係、農政係、森林係、土木

係、環境係と複数の係があります。下水道係は１名の職員（３０歳代１

名）で構成されています。 

 

図２－３－１ 組織体制（２０２５年３月現在） 

※農業集落排水事業の担当を兼務し

ています。 

農林建設課

上水道係

下水道係 職員１名

農政係

森林係

土木係

環境係
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２－４ 農業集落排水事業の現況 

（２０２４年３月末現在） 

・処 理 区 域 面 積：３４ｈａ 

・処 理 区 域 内 人 口：５９９人 

・水洗便所設置済人口：４７０人 

・下 水 管 布 設 延 長：１３ｋｍ 

・年 間 有 収 水 量：４４，８１６㎥／年 

 

①施設の状況 

供用開始年度 

（供用開始後年数） 

１９９４年度 

（３０年） 

法適（全部適用・一

部適用）非適の区分 
法適（一部適用） 

処理区域内人口密度 １７．６人／ｈａ 
流域下水道等への 

接続の有無 
有 

処理区数 ２区 

処理場数 ２箇所 

広域化･共同化･最適化

実施状況 
実施していません。 

 

②使用料 

一般家庭用 

使用料体系の 

概要・考え方 

基本使用料（１０㎥まで） ９００円 

従量料金（１㎥につき） １０㎥超～５０㎥まで ９０円 

５０㎥超～     １００円 

※１ 別途消費税相当額（１００円未満の端数は切り捨て）が加算されます。 

※２ 資産維持費は算定していません。 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 
同上 

その他の 

使用料体系の 

概要・考え方 

基本使用料（１０㎥まで）２，４００円 

従量料金（１㎥につき）   ２４０円 

※１ 別途消費税相当額（１００円未満の端数は切り捨て）が加算されます。 

※２ 土木建築等に関する工事用の汚水その他これに類するもので下水道を使用するときの

使用料体系です。 

※３ 資産維持費は算定していません。 

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

２０２１年度１，９００円 
実質的な使用料 

（２０㎥あたり） 

２０２１年度２，１８９円 

２０２２年度１，９００円 ２０２２年度２，１８８円 

２０２３年度１，９００円 ２０２３年度１，８２２円 
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③組織 

職員数 
損益勘定所属職員 １名 

資本勘定所属職員 ０名       計 1 名 

事業運営組織 

本村では農林建設課の中に上水道係、下水道係、農政係、森林係、土木

係、環境係と複数の係があります。下水道係は１名の職員（３０歳代１

名）で構成されています。 

 

 

図２－４－１ 組織体制（２０２５年３月現在） 

 

 

２－５ 民間活力の活用等 

 

民間活用の状況 

ア 民間委託 

（包括的民間委託を含む） 
現在は検討していません。 

イ 指定管理者制度 現在は検討していません。 

ウ ＰＰＰ・ＰＦＩ 現在は検討していません。 

資産活用の状況 

ア エネルギー利用 

（下水道・下水汚泥・発電等） 
現在は検討していません。 

イ 土地・施設等利用 

（未利用土地・施設の活用等） 
現在は検討していません。 

 

  

※特定環境保全公共下水道事業の

担当を兼務しています。 

農林建設課

上水道係

下水道係 職員１名

農政係

森林係

土木係

環境係
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２－６ 経営比較分析表等を活用した現状分析（２０２３年度決算） 

経営比較分析表は、地方公営企業の経営状況、課題を客観的に把握するとともに、現状・課題

の「見える化」を図るものです。本村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業におい

ても、経営比較分析表の公表を行っています。本経営戦略では、経営比較分析表のうち、収益性、

安全性、効率性、施設の老朽化状況について、類似団体平均値※1と比較をし、分析を行いました。 

 

 

２－６－１ 特定環境保全公共下水道事業の現状分析 

１）収益性 

 ①収益的収支比率 

収益的収支比率は、使用料収入や一般会計からの繰入金も含めた総収益で、総費用に地方債

償還金を加えた費用をどの程度賄えているかを表す指標で、１００％以上の場合、単年度収支

が黒字であることを示します。 

本村特定環境保全公共下水道事業の収益的収支比率は１００％未満です。 

 

 

※収益的収支比率の類似団体平均値は公表されていません。 

  

 
※1類似団体とは、供用開始年後数を基準とした区分において同じ区分に属する団体のことを指します。 

類似団体平均値とは、本村の特定環境保全公共下水道事業においては、供用開始後 15年以上の500 団体、農業集落排水

事業においては、供用開始区分15 年以上の 563 団体の平均値のことをいいます。 
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②経費回収率 

経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度使用料で賄えているかを表した指標で

す。 

本村特定環境保全公共下水道事業の経費回収率は１７．３７％です。一方、類似団体平均値

は７０．７１％であり、大幅な乖離があります。汚水処理原価が増加傾向にあるため、適正な

使用料の水準を検討する必要があります。 

 

 

 

 

③汚水処理原価 

汚水処理原価とは、有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用です。 

本村特定環境保全公共下水道事業の汚水処理原価は、人口減少による有収水量の減少、及び

一部の機械・設備の更新等に伴うコスト増加により、年々増加傾向にあります。２０２３年度

における汚水処理原価は４７６．４７円で、類似団体平均値の２３３．１５円を大幅に上回っ

ています。そのため、維持管理費の削減や接続率の維持・向上を図る必要があります。 
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④使用料単価 

本村特定環境保全公共下水道事業と類似団体２００団体における使用料単価の分布は下図の

とおりです。 

類似団体平均値は１７２．６０円／㎥ですが、本村特定環境保全公共下水道事業の使用料単

価は１０２．４１円／㎥であり、極めて安価です。 

そのため、適正な使用料の水準を検討することが健全な経営を維持するための課題です。 

 

    

出典：地方公営企業等令和4年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要（総務省） 

 

 

２）効率性 

①施設利用率 

施設利用率は、施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均処理水量の割合で

あり、施設の利用状況や適正規模を判断する指標です。数値が低い場合、施設が遊休状態また

は過大なスペックとなっている可能性を示します。 

本村特定環境保全公共下水道事業の施設利用率は４０％を下回っており、類似団体平均より

も低い値です。適正な施設規模を検討する必要があります。 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

②水洗化率 

水洗化率は、処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水を処理している人口の

割合を表す指標です。 

本村特定環境保全公共下水道事業の水洗化率は年々向上し、２０２３年度現在８７．４０％

であり、類似団体平均値を上回っています。 

 

 

 

 

３）安全性 

①企業債残高対事業規模比率 

企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の

規模を表す指標です。 

本村特定環境保全公共下水道事業では、２０２２年度から大規模な建設改良工事を実施して

おり、その財源として新規に企業債を発行しました。２０２３年度は３，７０９．０５％と高

い水準であり、類似団体平均値を大きく上回っています。 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

４）施設の老朽化状況 

①管渠改善率 

管渠改善率は、当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状

況を把握するものです。 

本村特定環境保全公共下水道事業では、過去５年間、更新を行いませんでした。今後、計画

的に更新を進めます。 

 

 

 

②施設の老朽度 

令和元年度に実施したストックマネジメントでは、リスクの発生確率と被害規模の観点から

北部浄化センターを中心に処理場、マンホールポンプの資産のリスク評価を行いました。 

リスクが高い資産（リスク値１５以上）は、処理場において１７．８％、マンホールポンプ

において１９・４％あります。本村特定環境保全公共下水道事業を安心して行うためには、今

後、計画的な更新が必要です。 

 

  

※リスクの発生確率は、耐用年数超過率により評価しました。 

※被害規模は、機能面、能力面、コスト面から総合的に評価しました。 

出典：片品村北部浄化センター他再構築基本設計（ストックマネジメント計画）令和2年 1 月 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

２－６－２ 農業集落排水事業の現状分析 

１）収益性 

 ①収益的収支比率 

収益的収支比率は、使用料収入や一般会計からの繰入金も含めた総収益で、総費用に地方債

償還金を加えた費用をどの程度賄えているかを表す指標で、１００％以上の場合、単年度収支

が黒字であることを示します。 

本村農業集落排水事業の収益的収支比率は、基準値の１００％を下回っており、赤字経営の

状況です。 

 

 

※収益的収支比率の類似団体平均値は公表されていません。 

 

 

②経費回収率 

経費回収率は、使用料で回収すべき経費をどの程度賄えているかを表した指標です。 

本村農業集落排水事業の経費回収率は２３．９０％で、類似団体平均値５２．０５％より低

い状態です。 

汚水処理原価が増加傾向にあるため、適正な使用料水準の検討が必要です。 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

③汚水処理原価 

汚水処理原価とは、有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用です。 

本村農業集落排水事業の汚水処理原価は、人口減少による有収水量の減少の影響により、類

似団体平均値を上回っています。引き続き維持管理費の削減や接続率の維持・向上を図る必要

があります。 

 

 

 

 

④使用料単価 

本村農業集落排水事業と類似団体５７３団体における使用料単価の分布は下図のとおりで

す。 

類似団体平均値は１６４．３１円／㎥ですが、本村農業集落排水事業の使用料単価は極めて

安価であり１０９．３８円／㎥です。 

事業継続のためには、今後、適正な使用料水準の検討が必要です。 

 

    

出典：地方公営企業等令和4年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要（総務省） 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

２）効率性 

①施設利用率 

施設利用率は、施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する一日平均処理水量の割合で

あり、施設の利用状況や適正規模を判断する指標です。数値が低い場合、施設が遊休状態又は

過大なスペックとなっている可能性を示します。 

本村農業集落排水事業の施設利用率は１７．２４％であり、類似団体平均値を下回っていま

す。適正な施設規模を検討する必要があります。 

 

 

 

 

②水洗化率 

水洗化率は、処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水を処理している人口の

割合を表す指標です。 

本村農業集落排水事業の水洗化率は年々向上しており、２０２３年度現在７８．４６％です

が、類似団体平均値を下回っています。 
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片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

３）安全性 

①企業債残高対事業規模比率 

企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の

規模を表す指標です。 

本村農業集落排水事業では、施設の老朽化に伴う処理場更新を実施し、その財源として新規

に企業債を発行しました。２０２３年度は３，５８６．４０％と高い水準であり、類似団体平

均値を大きく上回っています。 

 

 

 

 

４）施設の老朽化状況 

①管渠改善率 

管渠改善率は、当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状

況を把握するものです。 

本村農業集落排水事業では、過去５年間、更新を行いませんでした。今後、計画的に更新を

進めます。 
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第３章 将来の事業環境  

 

３－１ 処理区域内人口の予測 

１）行政区域内人口の予測 

下水道計画における人口の推定は、下水道事業が単一の事業としてほかの計画や事業と無関係

に計画、運営されるものではないことから、村総合計画等に基づいて算定することを原則として

います。 

本村では、「尾瀬の郷片品村人口ビジョン」（以降、「人口ビジョン」と称する。）を２０１５年

１２月に策定し、人口の抑制に向け合計特殊出生率と純移動率（社会増減）の改善を前提とした

将来人口の目標を定めました。 

本推計では、人口ビジョンに提示された将来人口と、直近の実績値に基づいたコーホート要因

法※2による人口推計を比較検討した結果、人口ビジョンの値を採用しました。 

 

【行政区域内人口の推計条件】 

①人口ビジョンによる目標値を行政区域内人口の計画値に採用 

②人口ビジョンによる目標値は、５年毎の予測であるため、その間の年度は直線補完 

③人口ビジョンによる推計基準年度と水需要予測における行政区域内人口の基準年度には、差

異※3があるため、基準年度に補正 

④人口ビジョンによる予測値は２０５９年度までであるため、２０６０年度以降は、行政区域

内人口に対する前年増減率が、２０５９年度と同率で推移すると仮定 

 

 

図３－１―１ コーホート要因法による推計結果と人口ビジョン目標値の推移 

 
※2 コーホート要因法は、ある基準年次の男女別年齢集団（コーホート）を出発地点として、これに仮定された生存率と出

生率、性比、さらに移動率を適用して将来人口を計算する方式です。 

※3 人口ビジョンによる推計基準年度：４月１日、行政区域内人口推計の基準年度：３月３１日 
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２）処理区域内人口の予測 

処理区域内人口は、行政区域内人口の予測と同率で減少すると仮定しました。 

特定環境保全公共下水道事業の処理区域内人口は、２０２４年度現在１，１２７人ですが、

２０３４年度には９２２人まで減少することが見込まれます。 

また、農業集落排水事業の処理区域内人口は、２０２４年度現在５８７人ですが、２０３４

年度には４８０人まで減少することが見込まれます。 

 

 

図３－１－２ 処理区域内人口の推計（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

図３－１－３ 処理区域内人口の推計（農業集落排水事業） 
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３－２ 有収水量の予測 

処理区域内人口の減少により、水洗化人口も減少すると仮定しました。 

有収水量は、水洗化人口に一人当たり年間使用水量を乗じて算出しました。 

有収水量（㎥／年）＝水洗化人口（人）×一人当たり年間使用水量（㎥／年・人） 

特定環境保全公共下水道事業における有収水量の予測値は、２０２４年度１０７，５３１㎥で

すが、計画期間最終年度の２０３４年度には８７，９０９㎥にまで減少する見込みです。 

また、農業集落排水事業における有収水量の予測値は、２０２４年度４３，７７７㎥ですが、

計画期間最終年度の２０３４年度には３５，７８９㎥にまで減少する見込みです。 

 

図３－２－１ 有収水量の推計（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

図３－２－２ 有収水量の推計（農業集落排水事業） 
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３－３ 使用料収入の見通し 

使用料収入は、使用料単価に有収水量の予測値を乗じて算出しました。なお、使用料単価は、

特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業ともに２０２４年度から地方公営企業法を一部

適用したことによる影響を考慮し、２０１９年度から２０２３年度の実績平均使用単価を採用し

ました。 

使用料収入（円）＝平均使用料単価（円／㎥）×年間有収水量（㎥） 

特定環境保全公共下水道事業における使用料収入の見通しは、２０２３年度８．３百万円であ

るところ、計画期間最終年度の２０３４年度には７．９百万円に減少する見込みです。 

また、農業集落排水事業における使用料収入の見通しは、２０２３年度３．７百万円であると

ころ、計画期間最終年度の２０３４年度には３．４百万円に減少する見込みです。 

 

図３－３－１ 使用料収入の見通し（特定環境保全公共下水道事業） 

 

図３－３－２ 使用料収入の見通し（農業集落排水事業） 
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３－４ 施設の見通し 

特定環境保全公共下水道事業は供用開始から２４年、農業集落排水事業は供用開始から３０年

が経過しています。そのため、法定耐用年数が７～１５年である機械・設備については、耐用年

数を経過したものもあります。 

特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業ともに、今後、耐用年数を経過した施設が増

加することが見込まれます。 

 

 

３－５ 組織の見通し 

現在のところ、職員数の増減は予定していません。 

特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業の運営は、現在の１名体制を継続します。 
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第４章 経営の基本方針 

 

４－１ 基本方針 

本村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業では、２０２１年３月に策定した「第

４次片品村総合計画後期基本計画（第２期むら・ひと・しごと創生総合戦略）」で掲げた下記の基

本方針を継続します。 

 

■片品村特定環境保全公共下水道及び農業集落排水事業の基本方針 

片品川源流の村として清流の回復を目指し、生活排水処理計画にもとづき、地域性や経済性

を考慮しながら特定環境保全公共下水道事業、農業集落排水事業における施設の維持管理、合

併処理浄化槽の総合的な整備を進めるとともに、整備地区の加入率の向上や汚泥の活用などに

努めます。 

出典：第４次片品村総合計画 後期基本計画（第２期むら・ひと・しごと創生総合戦略）Ｐ．１００ 

 

４－２ 経営方針 

公共性及び経済性の中長期的な視点から、現在から将来にわたって課題を客観的に整理し、持

続可能な事業運営を図ります。 

 

１）水洗化率の維持・向上 

①特定環境保全公共下水道事業 

２０２３年度の時点で８７．４０％と類似団体の平均値８４．７３％を約３％上回ってい

ます。引き続き、水洗化率の維持・向上を図ります。 

 

②農業集落排水事業 

２０２３年度の時点で７８．４６％であり、類似団体の平均値８３．９６％を約６％下

回っています。今後は、類似団体の平均値を上回るように水洗化率の向上を図ります。 

 

２）使用料の適切な水準の検討 

①特定環境保全公共下水道事業 

汚水処理原価は、２０２３年度の時点で有収水量１㎥あたり４７６円ですが、使用料単価

は２０２２年度の時点で１０２円／㎥であり、類似団体の使用料単価中央値の１６８円／㎥

と比較すると極めて安価です。 

これにより、経費回収率は、２０２３年度時点で１７．３７％であり、類似団体の平均値

を大幅に下回っています。使用料を適切な水準に見直す検討を実施していきます。 
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②農業集落排水事業 

汚泥処理原価は、２０２３年度の時点で有収水量 1 ㎥あたり３８１円であり、類似団体の

平均値３０２円を上回っている一方で、使用料単価は２０２２年度の時点で１０９円/㎥で

あり、類似団体の使用料単価中央値の１６１円/㎥と比較すると極めて安価です。 

これにより、経費回収率は、２０２３年度時点で２３．９０％であり、類似団体の平均値

を大幅に下回っています。使用料を適切な水準に見直す検討を実施していきます。 

 

３）安定したサービスの提供 

安定したサービスを提供するために、施設の機能維持・管理を継続的に実施していく必要が

あります。 

 

① 特定環境保全公共下水道事業 

特定環境保全公共下水道事業においては、ストックマネジメント計画に基づき、老朽化管

路・施設の更新を計画的に実施していきます。 

 

②農業集落排水事業 

農業集落排水事業においては、事後保全に基づき施設の機能維持・管理を実施していきま

す。 
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第５章 投資・財政計画（収支計画） 

 

５－１ 投資・財政計画（収支計画） 

投資・財政計画（収支計画）計算書は、後記「投資・財政計画（収支計画）」を参照。 

 

 

５－２ 特定環境保全公共下水道事業の投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

 

①収支計画のうち投資についての説明 

目 標 
耐用年数を経過する機械設備を中心に適切な維持管理に努め、予防保全型の対策に

より施設の長寿命化を図ります。 

 

１）建設改良費 

供用開始から２４年が経過し、老朽化に伴う事故を発生させないためにも、老朽化対策が重

要となります。耐用年数に基づいて改築・更新を進めるには、多額の投資が必要となります。

そのため、ストックマネジメント支援制度を活用し、効率的・計画的に改築・更新を進めてい

きます。 

 

・処理場における機械設備の更新工事 計 画 期 間：２０２６年度～２０３０年度 

     概算事業費：２０百万円 

     事 業 概 要：機械設備の更新 

 

 

 

図５－２－１ 事業実施計画の期間 
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年度ごとの事業費の予定額は以下のとおりです。 

 

 

図５－２－２ 建設改良費の推移 

 

２）減価償却費 

（１）減価償却費 

既存資産は、固定資産台帳に登録済み資産の減価償却予定額を計上しました。 

新規取得資産は、投資内容と事業計画額（税抜）を基に施設ごとに計上しました。 

法定耐用年数の設定値は以下のとおりです。 

機械設備：１５年 

 

図５－２－３ 減価償却費の推移 
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（２）長期前受金戻入額 

既存資産は、補助金などで取得した資産について長期前受金戻入予定額を計上しました。 

新規取得資産は、国庫補助金を活用する年度について、取得予定資産額に対する補助金の割

合を減価償却費に乗じて長期前受金戻入額を計上しました。 

 

図５－２－４ 長期前受金戻入額の推移 

 

 

３）資産維持費 

今後、適切に資産維持費を積み立てられる使用料水準を検討します。 
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②収支計画のうち財源についての説明 

目 標 

処理区域内人口及び水洗化人口の減少が見込まれるため、使用料水準の見直しを図

ることで、他会計繰入金のうち基準外繰入金を抑制し、特定環境保全公共下水道事

業の健全化を目指します。 

 

１）財源 

 社会資本整備総合交付金及び防災安全交付金などの国庫補助金を活用するとともに、特定環境

公共下水道事業の収益性を改善して、投資に必要な自己資金の確保を図ります。 

 

２）収支目標 

 投資財源を確保し、他会計繰入金のうち基準外繰入金を抑制することで、経営の健全化を目指

します。 

 

３）収支の見通し 

 特定環境保全公共下水道事業は、美しい自然と人々が健康で快適な生活環境をつくるために欠

かせない都市基盤施設です。この施設の健全性を維持するためには、機械設備をはじめとした施

設の定期的な更新が必要となります。 

 一方で、投資事業には財源が必要となるため、経営の効率化や投資の最適化を進めつつ、不足

する財源を確保するために、使用料水準の見直しを検討する必要があります。 

 現行の使用料水準で事業運営を行った場合と、使用料水準を見直して事業運営を行った場合の

シミュレーションは以下のとおりです。 

 

（１）現行の使用料水準で事業運営を行った場合 

現行の使用料水準で事業運営を行った場合の収支の見通しは、以下のとおりです。 

 

図５－２－５ 使用料収入の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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収益的収支 

収益的収支は、処理区域内人口及び水洗化人口の減少によって収入源である使用料収入が減

少し、支出が収入を上回ります。そのため、赤字額を基準外繰入金で補填します。 

 

 

図５－２－６ 収益的支出の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

他会計繰入金 

収入源である使用料収入の減少に伴う赤字額を補填するために、他会計繰入金のうち基準外

繰入金が増加します。 

 

 

図５－２－７ 一般会計繰入金の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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資本的収支 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、他会計繰入金を予定しています。 

資金残高は、維持管理費相当である４０百万円以上の確保を想定しました。 

 

 

図５－２－８ 資本的収支の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

企業債発行額及び償還金 

企業債の発行は、すべて建設改良に係る企業債であり、建設改良費の５０％相当額の企業債

を以下の条件に基づき、建設改良費支出年度に発行する計画としました。企業債償還金は、 

２０３４年度に１８．２９百万円になります。 

（起債条件） 

  償還年限：建設改良工事により取得した固定資産の耐用年数に合わせ１５年 

  据置期間：３年間 

  借入利率：地方公共団体金融機構の基準金利（１．３％） 

  返済方法：元利均等返済 

次頁に経費回収率の推移を図示します。 
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図５－２－９ 企業債発行額及び償還金の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

建設改良費 

建設改良費は２０２６年から２０３０年まで、年間２０百万円の投資を見込んでいます。 

 

 

図５－２－１０ 建設改良費の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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経費回収率 

特定環境公共下水道事業の経費回収率は１００％を下回っています。これは汚水処理原価が

使用料単価を上回り、汚水処理に係る費用が使用料収入以外の収入で賄われていることを示し

ます。 

汚水処理原価は、２－６－１経営比較分析等を活用した現状分析（２０２３年度決算）③で

示したとおり、供用開始年後数の類似団体平均値と比較して上回っています。今後も物価上昇

などの社会情勢の変化により、上昇が見込まれます。 

使用料単価は、２－６－１経営比較分析等を活用した現状分析（２０２３年度決算）④で示

したとおり、類似団体平均値を下回っており安価であることから、適切な使用料水準に見直す

必要があります。 

次頁に経費回収率の推移を図示します。 

 

 

図５－２－１１ 経費回収率の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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経常収支比率 

収益の赤字を基準外繰入金で補填することにより、経常収支比率１００％を維持していま

す。 

 

図５－２－１２ 経常収支比率の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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（２）使用料水準を見直して事業運営を行った場合 

特定環境公共下水道事業の健全化を図るため、段階的に使用料水準を見直しを行った場合の

収支の見通しは以下のとおりです。 

  使用料の改定率は、簡易水道事業の料金改定に伴う利用者の負担に配慮し、２００５年 1月 

２１日全国財政課長・市町村担当課長合同会議資料で示された使用料単価１５０円／㎥を目安

としました。 

出典：下水道事業における使用料の適正化（２００５年１月２１日全国財政課長・市町村担当課長合同会議資料 総務省） 

  

表５－２－１ 使用料水準の改定率（シミュレーション） 

年 度 改 定 率 

２０２７年度 改定率３０％ 

２０３２年度 改定率３０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２－１３ 使用料収入の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 

 

 

 

1
1.

5 

9
.6

 

9
.3

 

1
0.

2 

8
.3

 9
.7

 

9
.5

 

9
.3

 

1
1.

8 

1
1.

6 

1
1.

3 

1
1.

1 

1
0.

9 

1
3.

9 

1
3.

7 

1
3.

4 

1
3.

2 

1
2.

9 

1
2.

6 

1
2.

4 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2
01

9年

2
02

0年

2
02

1年

2
02

2年

2
02

3年

2
02

4年

2
02

5年

2
02

6年

2
02

7年

2
02

8年

2
02

9年

2
03

0年

2
03

1年

2
03

2年

2
03

3年

2
03

4年

2
03

5年

2
03

6年

2
03

7年

2
03

8年
（百万円)

使用料収入（実績） 使用料収入（予測）

※使用料水準の見直しシミュレーションについて 

本章における使用料水準の見直しシミュレーションは、現状及び今後の投資・財政計画

に基づき、試算上で計画されたものです。この試算をもって使用料改定を行うものではあ

りません。今後、実際の経営状況等を総合的に判断しながら、改定率やその時期について 

更なる審議を経て方針を決定します。 
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収益的収支 

使用料水準を見直すことで、収入源である使用料収入が増加しますが、赤字は続くため、赤

字額を基準外繰入金で補填します。 

 

 

図５－２－１４ 収益的収支の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 

 

 

他会計繰入金 

使用料水準を見直すことで、収入源である使用料収入が増加します。 

他会計繰入金のうち基準外繰入金は、２０３４年度に５．５百万円抑制される見込みです。 

 

 

図５－２－１５ 一般会計繰入金の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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資本的収支 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、他会計繰入金を予定しています。 

資金残高は、維持管理費相当である４０百万円以上の確保を想定しました。 

 

図５－２－１６ 資本的収支の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 

 

 

企業債発行額及び償還金 

現行の料金水準で事業運営を行った場合と同様となります。 

 

 

建設改良費 

現行の料金水準で事業運営を行った場合と同様となります。 
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経費回収率 

段階的に使用料水準を見直すことで、２０３４年度には経費回収率が９％向上することが見

込まれます。しかし、依然として経費回収率は１００％を下回っているため、継続して使用料

水準を見直す検討が必要です。 

 

 

図５－２－１７ 経費回収率の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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③収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

（１）職員給与費に関する事項 

  職員数は、過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）の実績平均値としました。 

一人当たり職員給与費は、２０２３年度の実績値を基準にしました。 

ベースアップ率は、人事院が公表している資料「本年の給与勧告のポイントと給与勧告の仕

組み（２０２３年８月）」より、過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）における一般

行政職員の平均給与増減率の幾何平均値０．３％としました。 

出典：本年の給与勧告のポイントと給与勧告の仕組み（２０２３年８月 人事院） 

 

職員給与費＝職員数×一人当たり職員給与費×ベースアップ率（０．３％） 

 

   

（２）動力費に関する事項 

  動力費単価は、物価上昇を考慮し、表５－２－２のとおり上昇すると仮定しました。 

 

表５－２－２ 物価上昇率 

年 度 物価上昇率 

２ ０ ２ ４ 年 度 ２ ． ８ ％ 

２ ０ ２ ５ 年 度 ２ ． ２ ％ 

２ ０ ２ ６ 年 度 １ ． ４ ％ 

２０２７年度以降 ０ ． ９ ％ 

出典：中長期の経済財政に関する試算（２０２３年７月２９日 内閣府） 

 

動力費＝過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）の動力費実績平均値 

×汚水処理量の予測値×物価上昇率 

 

 

（３）委託費に関する事項 

  委託費は、２０２３年度の実績値に、物価上昇を考慮し、表５－２－２のとおり上昇すると

仮定しました。 

 

 

（４）その他経費（修繕費、薬品費含む）に関する事項 

  過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）の動力費及び委託費を除いた経費実績値の平 

 値に、物価上昇を考慮し、表５－２－２のとおり上昇すると仮定しました。 
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５－３ 農業集落排水事業の投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

 

①収支計画のうち投資についての説明 

目 標 
耐用年数を経過する機械設備を中心に適切な維持管理に努め、既存浄化槽の更新時

期に合わせ、順次、下水道への接続を推進します。 

 

１）建設改良費 

供用開始から３０年が経過し、老朽化が進行してる設備もありますが、事後保全により維持

管理を行います。 

 

２）減価償却費 

（１）減価償却費 

既存資産は、固定資産台帳に登録済み資産の減価償却予定額を計上しました。 

新規取得資産は、当面、建設改良工事を予定していないことから、計上していません。 

 

 

図５－３－１ 減価償却費の推移 
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（２）長期前受金戻入額 

既存資産は、補助金などで取得した資産について長期前受金戻入予定額を計上しました。 

新規取得資産は、当面、建設改良工事を予定していないことから、計上していません。 

 

 

図５－３－２ 長期前受金戻入額の推移 

 

 

３）資産維持費 

今後、適切に資産維持費を積み立てられる使用料水準を検討します。 
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②収支計画のうち財源についての説明 

目 標 

処理区域内人口及び水洗化人口の減少が見込まれるため、使用料水準の見直しを図

ることで、他会計繰入金のうち基準外繰入金を抑制し、農業集落排水事業の健全化

を目指します。 

 

１）財源 

 社会資本整備総合交付金及び防災安全交付金などの国庫補助金を活用するとともに、農業集落

排水事業の収益性を改善して、投資に必要な自己資金の確保を図ります。 

 

２）収支目標 

 投資財源を確保し、他会計繰入金のうち基準外繰入金を抑制することで、経営の健全化を目指

します。 

 

３）収支の見通し 

 農業集落排水事業は、美しい自然と人々が健康で快適な生活環境をつくるための欠かせない都

市基盤施設です。この施設の健全性を維持するためには、機械設備をはじめとした施設の定期的

な更新が必要となります。 

 一方で、投資事業には財源が必要となるため、経営の効率化や投資の最適化を進めつつ、不足

する財源を確保するために、使用料水準の見直しを検討する必要があります。 

 現行の使用料水準で事業運営を行った場合と、使用料水準を見直して事業運営を行った場合の

シミュレーションは以下のとおりです。 

 

（１）現行の使用料水準で事業運営を行った場合 

現行の使用料水準で事業運営を行った場合の収支の見通しは、以下のとおりです。 

 

図５－３－３ 使用料収入の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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収益的収支 

収益的収支は、処理区域内人口及び水洗化人口の減少によって収入源である使用料収入が減

少し、支出が収入を上回ります。そのため、赤字額を基準外繰入金で補填します。 

 

 

図５－３－４ 収益的支出の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

他会計繰入金 

  収入源である使用料収入の減少に伴う赤字額を補填するために、他会計繰入金のうち基準外

繰入金が増加します。 

 

図５－３－５ 一般会計繰入金の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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資本的収支 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、他会計繰入金を予定しています。 

資金残高は、維持管理費相当である１１百万円以上の確保を想定しました。 

 

 

図５－３－６ 資本的収支の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

企業債発行額及び償還金 

当面、建設改良工事を予定していないことから、企業債の発行は予定していません。 

既発債の償還は、２０３５年度に終わる見込みです。 

これにより、２０３６年度以降、資金残高が増加する見込みです。 

 

図５－３－７ 企業債発行額及び償還金の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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建設改良費 

当面、建設改良工事を予定していないことから、２０２４年以降は建設改良費を計上してい

ません。 

 

 

図５－３－８ 建設改良費の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

経費回収率 

農業集落排水事業の経費回収率は１００％を下回っています。これは汚水処理原価が使用料

単価を上回り、汚水処理に係る費用が使用料収入以外の収入で賄われていることを示します。 

汚水処理原価は、２－６－２経営比較分析等を活用した現状分析（２０２３年度決算）③で

示したとおり、供用開始年後数の類似団体平均値と比較して上回っています。今後も物価上昇

などの社会情勢の変化により、上昇が見込まれます。 

使用料単価は、２－６－２経営比較分析等を活用した現状分析（２０２３年度決算）④で示

したとおり、類似団体平均値を下回っており安価であることから、適切な使用料水準に見直す

必要があります。 

次頁に経費回収率の推移を図示します。 
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図５－３－９ 経費回収率の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 

 

 

経常収支比率 

収益の赤字を基準外繰入金で補填することにより、経常収支比率１００％を維持していま

す。 

 

図５－３－１０ 経常収支比率の推移（現行の使用料水準で事業運営を行った場合） 
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（２）使用料水準を見直して事業運営を行った場合 

農業集落排水事業の健全化を図るため、段階的に使用料水準を見直しを行った場合の収支の

見通しは以下のとおりです。 

使用料の改定率は、簡易水道事業の料金改定に伴う利用者の負担に配慮し、２００５年１月 

２１日全国財政課長・市町村担当課長合同会議資料で示された使用料単価１５０円／㎥を目安

としました。 

出典：下水道事業における使用料の適正化（２００５年１月２１日全国財政課長・市町村担当課長合同会議資料 総務省） 

  

表５－３－１ 使用料水準の改定率（シミュレーション） 

年 度 改 定 率 

２０２７年度 改定率２５％ 

２０３２年度 改定率２６％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－３－１１ 使用料収入の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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※使用料水準の見直しシミュレーションについて 

本章における使用料水準の見直しシミュレーションは、現状及び今後の投資・財政計画

に基づき、試算上で計画されたものです。この試算をもって使用料改定を行うものではあ

りません。今後、実際の経営状況等を総合的に判断しながら、改定率やその時期について 

更なる審議を経て方針を決定します。 

 

45



片品村特定環境保全公共下水道事業及び農業集落排水事業経営戦略 

  

収益的収支 

使用料水準を見直すことで、収入源である使用料収入が増加しますが、赤字は続くため、赤

字額を基準外繰入金で補填します。 

 

図５－３－１２ 収益的収支の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 

 

 

他会計繰入金 

料金水準を見直すことで、収入源である使用料収入が増加します。 

他会計繰入金のうち基準外繰入金は、２０３４年度に２．０百万円抑制される見込みです。 

 

 

図５－３－１３ 一般会計繰入金の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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資本的収支 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、他会計繰入金を予定しています。 

資金残高は、維持管理費相当である１１百万円以上の確保を想定しました。 

 

 

図５－３－１４ 資本的収支の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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既発債の償還は、２０３５年度に終わる見込みです。 

これにより、２０３６年度以降、資金残高が増加する見込みです。 
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現行の料金水準で事業運営を行った場合と同様となります。 

当面、建設改良工事を予定していないことから、２０２４年以降は建設改良費を計上してい

ません。 
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経費回収率 

段階的に使用料水準を見直すことで、２０３４年度には経費回収率が１１％向上することが

見込まれます。しかし、依然として経費回収率は１００％を下回っているため、継続して使用

料水準を見直す検討が必要です。 

 

 

図５－３－１５ 経費回収率の推移（使用料水準を見直して事業運営を行った場合） 
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③収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

（１）職員給与費に関する事項 

  職員は特定環境保全公共下水道事業の担当を兼務していることから、職員給与費は見込んで

いません。 

 

（２）動力費に関する事項 

  動力費単価は、物価上昇を考慮し、表５－３－２のとおり上昇すると仮定しました。 

 

表５－３－２ 物価上昇率 

年 度 物価上昇率 

２ ０ ２ ４ 年 度 ２ ． ８ ％ 

２ ０ ２ ５ 年 度 ２ ． ２ ％ 

２ ０ ２ ６ 年 度 １ ． ４ ％ 

２０２７年度以降 ０．９％ 

出典：中長期の経済財政に関する試算（２０２３年７月２９日 内閣府） 

 

動力費＝過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）の動力費実績平均値 

×汚水処理量の予測値×物価上昇率 

 

 

（３）委託費に関する事項 

  委託費は、２０２３年度の実績値に、物価上昇を考慮し、表５－３－２のとおり上昇すると

仮定しました。 

 

 

（４）その他経費（修繕費、薬品費含む）に関する事項 

  過去５年間（２０１９年度から２０２３年度）の動力費及び委託費を除いた経費実績値の平

均値に、物価上昇を考慮し、表５－３－２のとおり上昇すると仮定しました。 
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５－４ 計画に未反映の取組や今後の検討予定の取組の概要 

 

①今後の投資についての検討状況等 

広域化・共同化・最適化に 

関する事項 

維持管理の共同発注や使用料回収など事務処理の共同化の可

能性を検討します。 

投資の平準化に関する事項 
ストックマネジメントの調査・点検の結果を反映し、投資の

平準化を図ります。 

民間活力の活用に関する事項 

（ＰＰＰ／ＰＦＩ） 

民間活力の活用の可能性について、効率的な維持管理体制の

構築に向け、引き続き検討します。 

その他の取組 ICT 等を活用した管理のスマート化の可能性を検討します。 

 

②今後の財源についての検討状況 

使用料の見直しに関する事項 

人口減少による使用料収入の減少が見込まれるとともに、現

状、類似団体と比較して使用料単価の水準は極めて安価で

す。加えて、使用料単価１５０円／㎥を目安に使用料改定を

行った場合でも、経費回収率は１００％未満であるため、継

続して使用料水準の見直しを検討します。 

資産活用による収入増加の 

取組について 
未利用地などの有効活用に向けた検討を継続的に行います。 

その他の取組 
近隣団体や同規模団体等の動向を注視し、維持管理の効率化

や経費削減につながる方策を検討します。 

 

③投資以外の経費についての検討状況 

民間活力の活用に関する事項 

（包括的民間委託等の 

民間委託、指定管理者制度、

ＰＰＰ／ＰＦＩなど） 

民間のノウハウを活用した維持管理の効率化について継続的

に検討します。 

職員給与費に関する事項 
現行体制（１名）の継続を予定していますが、費用適正化の

検討を継続します。 

動力費に関する事項 更新の際に、効率の良い設備の導入を検討します。 

薬品費に関する事項 資材の調達に係る費用の削減や効率化に努めます。 

修繕費に関する事項 
ストックマネジメントによる点検・調査及び改築・更新を実

施し、費用の適正化に努めます。 
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５－５ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

 本経営戦略は、ＰＤＣＡサイクルによる進捗状況等の評価・検証を行ったうえで、お客様の

ニーズ、社会情勢の変化、事業の財政状況を定期的に分析し、状況に応じて経営方針を適宜見直

します。 

また、投資・財政計画（収支計画）については、毎年度進捗管理を行うとともに、５年ごとに見

直しを行うことにより、本経営戦略の事後検証、更新を行います。 

なお、経営状況の変化に応じて必要と判断される場合は、５年を待たず、適宜見直しを実施する

こととします。 

 

 

図５－５－１ ＰＤＣＡサイクル 

 

 

Ｐ

（計画）

Ｄ

（実施）

Ｃ

（評価）

Ａ

（改善）
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